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生物多様性の消失

⽌まらない劣化
⬇

主流化に向けた動き

• 生態系サービス
• 生物多様性の経済学
• TNFD
（⾃然関連財務情報開⽰タスクフォース）

…etc.
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Dasgupta 2021.; 訳) NIES ⼭⼝臨太郎



モニタリング
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人と自然の関わり
Interaction
について、

どうモニタリング
していくべきか



自然との関係に関する
「人側」のモニタリング

アンケート調査 /
インタビュー調査

SNSデータ ？？？
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膨大な調査コスト
広域/長期には不向き

利用者に依存
行動は把握しづらい



SNSを用いた研究から次の研究へ
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SNSデータは実際の行動や既存統計とズレる
↓

NIESでは行動に着目した新たな研究フェーズに
1. 保全の価値を測る
2. 保全のための資金を集める



自然の価値を
測る

携帯電話ビッグデータ
x 環境価値評価手法
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携帯電話位置情報データを⽤いて
砂浜のレクリエーション価値を推定

Mobile phone
data at 
areas
Coastal Bathing areas 

listed by MOE

(Summer: 2015-08-02-13:00; Winter: 2016-01-31-13:00)

Av. 
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# Residential 
cities

# Visitors
(Density)(87464, 85732 grids)

トラベルコスト法
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Data uniqueness Data overview

CC impacts



全国536地点の海⽔浴場の
レクリエーション価値の推定
§夏季：平均 2,823円
§冬季：平均 1,004円

気候変動の影響
§南⽇本の砂浜が将来の価値を失う傾向
§北⽇本の砂浜は将来も価値を保つ傾向
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https://youtu.be/Gu5C3SaL_fI

https://www.nies.go.jp/whatsnew/20191028/20191028.html

https://youtu.be/Gu5C3SaL_fI
https://www.nies.go.jp/whatsnew/20191028/20191028.html


保全資金を
集める

• 保全実務者 x ECサイトと連携
• 意欲、意思から行動へ
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• 広告の効果を2つのプラットフォーム
（郵送DMとオンライン募金）で検証
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シンプル シードマネー エコロジカル



寄付額 vs. 費用

• 郵送DM (n = 630):
• 6%の人が寄付
• 寄付額は412,000円
• 寄付額は費用約8万円の約5倍

• オンライン:
• 1日平均 20 770 人が FB広告を閲覧
• 1日平均 93 人がWEBリンクをクリ
ック

• 広告期間中の寄付額は290,800円
• 広告費用約37万円が寄付額を上回
る
※広告期間中も8割のサイト訪問
者はFB以外のルートから訪問
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USD

USD



オンライン
における
募金意欲と
募金行動の
ギャップ

12



広告種類の評価
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協働で⽀える保全資⾦の獲得！
寄付を通じて奄美の森を守る

Kubo et al. (In Press)
Conservation fundraising: Evidence 
from social media and traditional 
mail field experiments



まとめ

• 効果的な政策形成にはエビデンスが必要
• 保全と利⽤に向けたゴール設計が重要

• ビッグデータ＞スモールデータではない
• 研究や実務に沿ったデータの質になって
いるか検討する必要がある

• ビッグデータの利点/⽋点は認識すべき
• 低コスト / ⼀貫したモニタリング
• Tailor-madeな設計には不向き

• ⾃然科学/社会科学、様々な分野で客観的かつ持
続的なデータ収集、統合的な解析が必要

ご清聴ありがとうございました

久保雄広
Email: kubo.takahiro@nies.go.jp
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